
４    令和８年度 信濃町立信濃小中学校 グランドデザイン 

日本国憲法・教育基本法・学校教育法・学習指導要領・長野県教育振興基本計画（第４次）・信濃町長期振興計画（第６次） 

 （第３次信濃町教育大綱 基本理念） 未来を拓く深い豊かな学びの創造  

（基本理念）「信濃町に誇りをもち、次代を担う人材の育成」～学びに向かう力と温かな人間性の涵養～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の支え 「学校運営協議会」「学校応援団（地域学校協働本部）」「ＰＴＡ」「しなのホエールズ」 

授業支援 行事支援 児童生徒会支援 読書活動支援 部活動・クラブ活動支援 登下校指導支援 環境づくり支援 等 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校自己評価等（７月 児童生徒・教職員が対象、１２月 児童生徒・保護者・教職員が対象）を行います。これらの結果を教育

課程編成プロジェクト、児童生徒会、学校運営協議会等で検証し、次年度の方向を決定していきます。 

地域と共に 

地域の人々との温かなつな
がりを通して、ふるさとへの思
いを語り、地域に貢献できる児
童生徒を育てます。 
１ 人の温かさを感じ、地域と
共に歩む活動 

・「ふるさと学習」のカリキュラ
ムの見直しを行い、遊びや体
験を通して、とことん探究す
ることで、地域の人、もの、
ことのすばらしさを学びま
す。 

・保護者や地域、「学校応援団（地
域学校協働本部）」と連携し、
持続可能な地域とのつながり
のあり方を検討します。 

２ 地域とつながり、未来を拓
く活動 

・町の行事へ積極的に関わり、
学校と地域が、お互いに支え
合う主体的な活動を展開しま
す。 

・信濃町の未来を担う一員とし
て、地域の方と町づくりにつ
いて学び、考え、提言します。 
＜遊び力＝探究力＞ 

交流の深化 

多様性を認め合い、どの子に

も居場所があり、安心して自分

の力が発揮できる環境、関係づ

くりを進めます。 

１ 異学年・同学年交流活動の
深化 

・異学年や縦割り集団による活

動の目的を大切にしながら、

企画・運営をします。 

・互いに認め合い、自己効力感

が育つ学級学年活動を工夫

して作り出します。 

２ お互いが好きなことや楽し

いことに取り組む時間と場 

・時間や場の使い方を工夫し

て、好きなことや楽しいこと

に進んで取り組みます。 

・原級と特別支援学級とが連携

しながら、多様な仲間や人々

と交流する機会を大切にし

て、他者理解に努めます。 

＜人間力＞ 

学びの個性化 

児童生徒一人ひとりが自ら問

いを発し、解決に向けて考え、

探究する児童生徒を育てます。 

１ 「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実 

・一人ひとりが自分に合った学

び方を選んで、探究的な学び

を進めます。 

・仲間との意見交流や情報共有

を通して、自らの学びを深め

たり、課題を解決したりしま

す。 

２ 一人ひとりの学びをつなぐ

学習過程の創造 

・既習事項や経験体験をつなぎ

ながら、義務教育学校 9年間

の継続的な学びを深めます。 

・学校と家庭での学習をつなげ

られるような、家庭学習の目

安となる「手引き」の作成を

し、家庭と共有します。 

＜自己調整力＞ 

 

自主 

 
友愛 

克己 

躍進 

 

○「やってみたい！！」の実現のために自ら考え、判断、決定、行動し、粘り強く探究してほしい。 

○挨拶などのコミュニケーションや多様な交流活動を通して互いを尊重し合い、安心、信頼の関係

を築いてほしい。 

○進んで地域と関わり、体験を通して地域の良さや課題に気づき、学びを広げてほしい。 

R7年度「学校評価（児童生徒・保護者・教職員）」等の結果より  

 

願う児童生徒の姿 

本校児童生徒の 

よさや伸ばしたい点 

学校教育目標 

グランドデザイン 評価の観点 

学校自己評価における以下の項目で、肯定的に回答する児童生徒の割合を増やします。 

１「信濃小中学校での生活は楽しいと感じている」           （R7 88％） 

２「誰にでも気持ちのよいあいさつができている」           （R7 79％） 

３「自分のクラスは、いじめのない友達関係ができている」   （R7 80％） 

４「自分は、家庭学習をしっかりできるようになっている」   （R7 86％） 

自分自身を見つめ、豊かに生きる児童生徒(わくわく) 

自ら求めて学ぶ児童生徒（どんどん） 

命と仲間を大切にする児童生徒（にこにこ） 

最後までやり抜く児童生徒（こつこつ） 

 

重点目標 ： 明日もまた来たくなる学校（楽校）づくり 

～「やってみたい！！」から始まる学習や活動を通して、自分で考え、判断し、決定して、行動できる子どもが育つ学校～ 

 
重点活動とつける力 


